
　本書は，土木計画学研究委員会研究小委員会「新
しいモビリティサービスやモビリティツールの展
開を前提とした交通計画論の包括的研究小委員
会」（仮称：新ブキャナン）のメンバーを中心に執
筆されたものである。人口減少や高齢化，地球温
暖化といった社会課題に加え，新技術や新サービ
スの登場による不確実な未来を背景に，従来の交
通計画の手法では予測できない 30年後の交通を
考える一冊になっている。
　巻末の座談会では，こうした課題に対し従来の
計画手法では対応しきれない限界があると指摘。
交通とまちづくりの一体化や地域間の連携強化，
制度改革の必要性が議論された。特に，これまで
民間に依存してきた日本の公共交通については，
行政の役割を明確にして責任を持って関与するこ
とが重要としている。また，ビッグデータなどの
新たな情報資源を活用した柔軟な計画技術への転
換や，運輸連合のような事業者間の連携強化によ
る一元的な運賃制度やダイヤ構築，さらに法的・
財政的に自立した事業体による責任ある運営体制
の構築が重要であるとまとめている。� （原）

　特集に関連して，世界有数の鉄道ターミナルの
ひとつである東京駅に関する図書を紹介する。
　本書は，1900年前後に鉄道技術指導のために
ドイツから日本に派遣された技師フランツ・バル
ツァーの論文が，編者の手元で発見されたことか
ら刊行に至った。内容は，「バルツァー論文の発見」，
「論文『東京の高架鉄道』」，「東京駅を中心とした
鉄道建設・改良の変遷」，「バルツァーとその時代
の鉄道人」，「本が出るまでのいきさつ」の５部か
らなる。「東京の高架鉄道」は，バルツァーがド
イツへの帰国後に『ドイツ技術者協会誌』上で発
表した（1903 年 12 月）。同論文においては，新
橋～上野間を高架鉄道で結ぶことが提案されてい
るほか，中央停車場（東京駅）の設置に関する構
想も提示されている。東京駅については，頭端式
ではなく，スルー方式の採用を強調している。こ
うした構想は，現在の東京駅を中心とした鉄道の
ネットワークとほぼ一致している。
　資料室は，東京駅をはじめとする駅やターミナ
ルに関連する多数の図書を所蔵している。ぜひご
利用いただきたい。� （土方）
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